
事業番号 569

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)

予算事業名 厚生労働科学研究費補助金
事業開始
年度

昭和２６年 作成責任者

担当部局庁 大臣官房 担当課室 厚生科学課 塚原　太郎

会計区分 一般会計 上位政策 ―

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

関係する計
画、通知等

・「第３期科学技術基本計画」（平成１８年３月２８日閣議決定）
・「国の研究開発評価に関する大網的指針」（平成２０年１０月３
１日内閣総理大臣決定）

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

　厚生労働科学研究の振興を促し、もって、国民の保健医療、福祉、生活衛生、労働安全衛生等に関し、行政施策の科学
的な推進を確保し、技術水準の向上を図ることを目的とする。

厚生労働科学研究費補助金取扱規程
(平成１０年４月９日厚生省告示第１３０号）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　厚生労働行政の中でも社会的要請の強い諸問題に関する研究を実施するため、国内の試験研究機関や大学等に所属す
る研究者に対して、当該研究に必要な経費の補助を行っている。なお、研究課題の採択は、原則として公募で行い、専門家
による評価結果に基づき、研究課題の採択の可否を決定している。（補助率１０／１０）

実施状況

　
　平成２１年度は、４分野１４の研究事業で１５９４課題の研究が実施された。
　近年は特に、健康安心の推進、健康安全の確保及び先端医療の実現に資する研究を推進しており、具体的な事例とし
て、がんの革新的予防・診断・治療法の開発に関する研究や、生活習慣病対策、難病対策、肝炎対策等の推進に関する研
究を実施しているところである。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） 42,475 42,666 47,785 47,462 38,228

執行額 42,244 42,556 47,410

執行率 99.5% 99.7% 99.2%

総事業費(執行ベース) 42,244 42,556 47,410

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

　支出先や使途については、各研究者の所属機関において、納品書や領収書等の証拠書類の保存、収支簿への記帳等を
行うことを義務づけるとともに、無駄な経費の支出をおこなわないよう周知する等、適切な事業の実施及び支出に努めてい
る。

見直しの
余地

　今後も引き続き、各研究事業の適切かつ効果的な実施及び研究費予算の効率的な執行を図る必要がある。なお、厚生科
学審議会において、今後のあり方について検討していただくとともに、省内において「厚生労働省の研究助成等のあり方に
関する省内検討会」を開催し、必要な見直しを行うこととしている。

予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

一部改善（事業の優先度を勘案し縮減）

　各研究事業について、より必要性の高い疾患に研究費の重点的な配分ができるように努力し、全体的な効率化を図ること。

補
　
記



Ａ 個人（１５４５課題） ４１，１６７百万円

（内訳） 上位１０課題への支出先

研究者Ａ ６５０百万円

研究者Ｂ ６００百万円

研究者Ｃ ６００百万円

研究者Ｄ ４６８百万円

研究者Ｅ ４１０百万円

研究者Ｆ ３４７百万円

研究者Ｇ ３１５百万円

研究者Ｈ ２８１百万円

研究者Ｉ ２６０百万円

研究者Ｊ １８１百万円

Ｂ 法人（４９課題） ６，２４３百万円

（内訳） 上位１０課題への支出先

社団法人日本医師会 １，１３７百万円

財団法人ﾋｭｰﾏﾝｻｲｴﾝｽ振興財団 ７３５百万円

（政策創薬総合研究事業分）

財団法人国際協力医学研究振興財団 ５９６百万円

財団法人がん研究振興財団 ４５７百万円

財団法人ﾋｭｰﾏﾝｻｲｴﾝｽ振興財団 ３９２百万円

（政策創薬総合研究推進事業分）

財団法人ｴｲｽﾞ予防財団 ３６１百万円

財団法人日本腎臓財団 ２５０百万円

財団法人精神・神経科学振興財団 １９０百万円

財団法人ﾋｭｰﾏﾝｻｲｴﾝｽ振興財団 １８２百万円

（ﾋﾄｹﾞﾉﾑﾃｰﾗｰﾒｰﾄﾞ研究推進事業分）

財団法人日本対がん協会 １７７百万円

厚生労働省

４７，４１０百万円

厚生労働科学研究の実施に必要な研究費 厚生労働科学研究の実施に必要な研究費



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

Ａ.研究者Ａ Ｅ.

費　目 使　途
金　額
(百万円） 費　目 使　途

金　額
(百万円）

　備品費 研究機器等 180

間接経費 研究機関の管理費等 150

消耗品費 試薬、事務用品等 142

委託費 モニタリング、監査等の業務委託 105

人件費 研究協力者への各種手当等 68

その他 印刷製本費、通信運搬費等 5

計 650 計 0

Ｂ.社団法人日本医師会 F.

費　目 使　途
金　額
(百万円） 費　目 使　途

金　額
(百万円）

委託費 モニタリング、監査等の業務委託 447

間接経費 研究機関の管理費等 240

消耗品費 試薬、事務用品等 198

旅費 国内旅費及び外国旅費 48

賃金 研究補助等を行う者への賃金 45

人件費 研究協力者への各種手当等 36

諸謝金 研究協力者への謝金 23

その他 印刷製本費、通信運搬費等 99

計 1136 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額
(百万円） 費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 　 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額
(百万円） 費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

　専門家によって構成される評価委員会において、各研究について事前評価・中間評価・事後評価を実施している。事前評
価では、厚生労働行政にとって真に必要な研究課題を厳選することにより効果的な資金配分に寄与し、中間評価では研究
結果が施策に反映されるように適切な助言等を行い、事後評価では研究の達成・未達成の確認、以後の評価での活用、以
後の研究事業の企画・実施への活用などを行っている。

見直しの
余地

　今後も引き続き、評価委員会を開催し、各研究事業の適切かつ効果的な実施及び研究費予算の効率的な執行を図る必
要がある。なお、厚生科学審議会において、今後のあり方について検討していただくとともに、省内において「厚生労働省の
研究助成等のあり方に関する省内検討会」を開催し、必要な見直しを行うこととしている。

総事業費(執行ベース) 42,244 42,556 47,410

執行率 99.5% 99.7% 99.2%

執行額 42,244 42,556 47,410

23年度要求

予算額(補正後） 42,475 42,666 47,785 47,462 ―

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　厚生労働行政の中でも社会的要請の強い諸問題に関する研究を実施するため、国内の試験研究機関や大学等に所属す
る研究者に対して、当該研究に必要な経費の補助を行っている。なお、研究課題の採択は、原則として公募で行い、専門家
による評価結果に基づき、研究課題の採択の可否を決定している。（補助率１０／１０）

実施状況

　
　平成２１年度は、４分野１４の研究事業で１５９４課題の研究が実施された。
　近年は特に、健康安心の推進、健康安全の確保及び先端医療の実現に資する研究を推進しており、具体的な事例とし
て、がんの革新的予防・診断・治療法の開発に関する研究や、生活習慣病対策、難病対策、肝炎対策等の推進に関する研
究を実施しているところである。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

厚生労働科学研究費補助金取扱規程
(平成１０年４月９日厚生省告示第１３０号）

関係する計
画、通知等

・「第３期科学技術基本計画」（平成１８年３月２８日閣議決定）
・「国の研究開発評価に関する大網的指針」（平成２０年１０月３
１日内閣総理大臣決定）

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

　厚生労働科学研究の振興を促し、もって、国民の保健医療、福祉、生活衛生、労働安全衛生等に関し、行政施策の科学
的な推進を確保し、技術水準の向上を図ることを目的とする。

担当部局庁 大臣官房 担当課室 厚生科学課 三浦　公嗣

会計区分 一般会計 上位政策 ―

事業番号 586

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)

予算事業名 厚生労働科学研究費補助金
事業開始
年度

昭和２６年 作成責任者



Ａ 個人（１５４５課題） ４１，１６７百万円

（内訳） 上位１０課題への支出先

研究者Ａ ６５０百万円

研究者Ｂ ６００百万円

研究者Ｃ ６００百万円

研究者Ｄ ４６８百万円

研究者Ｅ ４１０百万円

研究者Ｆ ３４７百万円

研究者Ｇ ３１５百万円

研究者Ｈ ２８１百万円

研究者Ｉ ２６０百万円

研究者Ｊ １８１百万円

Ｂ 法人（４９課題） ６，２４３百万円

（内訳） 上位１０課題への支出先

社団法人日本医師会 １，１３７百万円

財団法人ﾋｭｰﾏﾝｻｲｴﾝｽ振興財団 ７３５百万円

（政策創薬総合研究事業分）

財団法人国際協力医学研究振興財団 ５９６百万円

財団法人がん研究振興財団 ４５７百万円

財団法人ﾋｭｰﾏﾝｻｲｴﾝｽ振興財団 ３９２百万円

（政策創薬総合研究推進事業分）

財団法人ｴｲｽﾞ予防財団 ３６１百万円

財団法人日本腎臓財団 ２５０百万円

財団法人精神・神経科学振興財団 １９０百万円

財団法人ﾋｭｰﾏﾝｻｲｴﾝｽ振興財団 １８２百万円

（ﾋﾄｹﾞﾉﾑﾃｰﾗｰﾒｰﾄﾞ研究推進事業分）

財団法人日本対がん協会 １７７百万円

厚生労働省

４７，４１０百万円

厚生労働科学研究の実施に必要な研究費 厚生労働科学研究の実施に必要な研究費



計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額
(百万円） 費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 　 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額
(百万円） 費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 1136 計 0

その他 印刷製本費、通信運搬費等 99

諸謝金 研究協力者への謝金 23

人件費 研究協力者への各種手当等 36

賃金 研究補助等を行う者への賃金 45

旅費 国内旅費及び外国旅費 48

消耗品費 試薬、事務用品等 198

間接経費 研究機関の管理費等 240

委託費 モニタリング、監査等の業務委託 447

Ｂ.社団法人日本医師会 F.

費　目 使　途
金　額
(百万円） 費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 650 計 0

その他 印刷製本費、通信運搬費等 5

人件費 研究協力者への各種手当等 68

委託費 モニタリング、監査等の業務委託 105

消耗品費 試薬、事務用品等 142

間接経費 研究機関の管理費等 150

金　額
(百万円） 費　目 使　途

金　額
(百万円）

　備品費 研究機器等 180

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

Ａ.研究者Ａ Ｅ.

費　目 使　途


